
マ
ル
ク
諸
島
テ
ル
ナ
テ
島
の
山
間
の
滑
走
路
に

小
型
機
は
滑
り
込
ん
だ
。
三
年
半
振
り
の
景
色
に

目
を
や
る
と
、
背
に
ガ
マ
ラ
マ
山
の
凛
と
し
た
変

わ
ら
ぬ
姿
が
あ
っ
た
。

一
九
九
八
年
の
経
済
危
機
に
端
を
発
し
た
ス
ハ

ル
ト
政
権
崩
壊
を
契
機
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
イ

ス
ラ
ム
教
徒
と
の
衝
突
│
実
は
政
治
的
衝
突
│
の

結
果
、
北
マ
ル
ク
地
域
は
マ
ル
ク
州
か
ら
分
離
し

た
。
新
生
北
マ
ル
ク
州
の
観
光
促
進
の
一
環
と
し

て
初
訪
問
し
た
と
き
は
、
政
府
主
導
で
案
内
さ
れ
、

心
残
り
が
あ
っ
た
。

世
界
に
名
を
馳
せ
た
香
料
諸
島
マ
ル
ク
の
名
は
、

マ
ロ
コ
・
キ
エ
ラ
ハ
（
山
々
が
多
い
島
の
意
）
に

・
キ
エ
ラ
ハ
（
山
々
が
多
い
島
の
意
）
に

キ
エ
ラ
ハ
（
山
々
が
多
い
島
の
意
）
に

由
来
し
、
ス
パ
イ
ス
の
原
産
地
と
し
て
七
世
紀
の

唐
時
代
の
書
物
に
「
ミ
リ
ク
」
の
名
で
登
場
す
る
。

特
に
テ
ル
ナ
テ
、
テ
ィ
ド
レ
、
マ
キ
ア
ン
、
モ
テ

ィ
、
バ
チ
ャ
ン
の
五
島
は
オ
ラ
ン
ダ
が
侵
入
す
る

ま
で
丁ち

ょ
う
じ子
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
チ
ェ
ン
ケ
）
の

原
産
地
で
、
五
島
以
外
に
は
世
界
中
ど
こ
に
も
産

し
な
か
っ
た
。
先
に
果
た
せ
な
か
っ
た
樹
齢
四
○

○
年
と
い
わ
れ
る
丁
子
の
老
木
「
ア
フ
ォ
」
に
会

フ
ォ
」
に
会

」
に
会

い
た
い
。
高
さ
約
三
六
メ
ー
ト
ル
、
樹
幹
の
周
り

四
メ
ー
ト
ル
超
、
か
つ
て
六
○
○
キ
ロ
の
丁
子
が

採
れ
た
そ
う
だ
。

空
港
か
ら
車
で
一
五
分
の
テ
ル
ナ
テ
の
街
に
入

る
と
、
焼
討
ち
に
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
会
の
無
惨

な
姿
は
す
で
に
無
か
っ
た
。
港
近
く
の
乗
合
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
市
場
は
他
所
へ
移
転
し
、
跡
地
に

は
急
ピ
ッ
チ
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
建
設

が
進
ん
で
い
た
。
こ
こ
だ
け
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
一
部

が
一
足
飛
び
で
来
た
よ
う
だ
。

■ フォト・エッセイ ■

丁子（クローブ）のふるさと
──神秘なテルナテとティドレ──
写真・文

大津伸子
Nobuko Otsu

テルナテ島からマイタラ島とその背後のティドレ島を望む
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一
五
世
紀
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
中
国
、
イ

ン
ド
や
ア
ラ
ビ
ア
の
商
人
を
通
し
て
香
料
を
手
に

入
れ
て
い
た
。
一
六
世
紀
に
入
る
と
直
接
獲
得
し

よ
う
と
死
を
決
し
て
、
一
五
一
一
年
の
ポ
ル
ト
ガ

ル
を
皮
切
り
に
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
そ
し
て

英
国
が
や
っ
て
き
た
。
海
に
囲
ま
れ
た
一
周
四
五

キ
ロ
の
小
さ
な
火
山
島
の
テ
ル
ナ
テ
と
テ
ィ
ド
レ

の
ス
ル
タ
ン
（
イ
ス
ラ
ム
君
主
）
は
始
祖
を
同
じ

く
し
、
丁
子
貿
易
の
競
合
相
手
だ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
勢
力
の
到
来
に
よ
り
、
丁
子
を
巡
っ
て
互
い

に
争
わ
せ
る
政
治
的
策
略
の
犠
牲
に
な
り
、
そ
の

し
こ
り
は
今
に
尾
を
引
い
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
の
独
占
の
目
を
か
い
く
ぐ
り
、
ア
フフ

ォ
と
い
う
名
の
男
が
、
ガ
マ
ラ
マ
山
頂
近
く
に
丁

と
い
う
名
の
男
が
、
ガ
マ
ラ
マ
山
頂
近
く
に
丁

子
の
樹
（
熱
帯
常
緑
高
木
）
の
苗
を
植
え
た
。
樹

は
成
長
し
つ
つ
、
香
料
を
巡
る
下
界
の
血
生
臭
い

争
い
の
歴
史
を
見
つ
め
て
き
た
。
麓
の
村
マ
リ
ク

ー
ル
ー
ブ
ー
ま
で
車
で
行
け
る
が
、
そ
こ
か
ら
は

徒
歩
。
入
山
許
可
を
得
、
初
め
て
だ
と
張
切
る
観

光
局
ス
タ
ッ
フ
二
名
を
伴
い
、
村
人
の
案
内
で
狭

い
急
な
山
道
を
登
る
。
今
度
こ
そ
会
え
る
ぞ
、
と

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
樹
間
を
抜
け
る
。
一
時
間
程

で
出
先
小
屋
が
見
え
、
丁
子
摘
み
の
お
ば
さ
ん
た

ち
に
会
う
。
昔
と
変
わ
ら
ぬ
手
摘
み
だ
。
七
月
は

収
穫
の
盛
り
で
辺
り
一
面
に
香
り
が
立
ち
込
め
る
。

淡
い
ピ
ン
ク
が
か
っ
た
白
の
花
も
香
り
を
放
つ
が
、

生
の
蕾
は
香
り
が
凝
縮
し
た
ド
ラ
イ
の
も
の
よ
り

ふ
あ
っ
と
し
た
ほ
の
か
な
甘
い
香
り
が
す
る
。

こ
こ
か
ら
先
は
道
な
き
道
を
ほ
ぼ
直
線
に
登
る
。

ハ
ア
ハ
ア
息
を
つ
く
三
○
分
の
登
り
で
ス
タ
ッ
フ

の
ひ
と
り
と
夫
が
ダ
ウ
ン
。
さ
ら
に
流
れ
る
汗
を

テルナテ島ガマラマ山中の丁子摘み

摘んだ丁子とナツメグを頭に載せて運ぶ

テルナテのバブラー飛行場の背にそびえるガマラマ山（1721 メートル）

テルナテ島

ティドレ島
モティ島

マキアン島

バチャン島

ハルマヘラ島

マイタラ島マ
ル
ク
海

セラム海

太平洋

マレーシア

スラバヤ

インドネシア

バリ島 ティモール・ロロサエ
（東ティモール）

ブルネイ フィリピン

ジャカルタ
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拭
い
な
が
ら
ひ
た
す
ら
登
り
続
け
る
。
村
人
は
慣

れ
親
し
ん
だ
山
を
ス
イ
ス
イ
進
む
が
、
私
た
ち
二

人
は
一
○
分
歩
い
て
は
五
分
休
む
、
き
つ
い
登
り

だ
。
ぼ
お
っ
と
し
て
い
る
と
足
を
滑
ら
せ
る
。

「
ア
フ
ォ
に
会
え
た
外
国
人
は
、
ス
イ
ス
人
と

ア
フ
ォ
に
会
え
た
外
国
人
は
、
ス
イ
ス
人
と

に
会
え
た
外
国
人
は
、
ス
イ
ス
人
と

ア
メ
リ
カ
人
の
カ
ッ
プ
ル
だ
け
。
一
九
九
一
年
に

ス
イ
ス
人
が
山
中
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
ま
ま
」

と
聞
き
、
急
に
怖
く
な
り
、
辺
り
の
気
配
が
気
に

な
り
出
し
た
。
あ
と
二
キ
ロ
と
言
わ
れ
た
も
の
の

体
が
つ
い
て
来
な
い
。
心
臓
が
バ
ク
バ
ク
、
吐
き

気
を
催
し
地
面
に
し
ゃ
が
み
込
ん
だ
。
し
ょ
げ
た

様
子
を
察
し
て
ア
フ
ォ
の
三
人
の
子
供
の
樹
に
会

ア
フ
ォ
の
三
人
の
子
供
の
樹
に
会

の
三
人
の
子
供
の
樹
に
会

子
供
の
樹
に
会

の
樹
に
会

わ
せ
て
く
れ
た
。
帰
国
後
、
ア
フ
ォ
が
九
年
前
に

ア
フ
ォ
が
九
年
前
に

が
九
年
前
に

倒
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
が
、
な
ぜ
村
人
は
案
内

し
よ
う
と
し
た
の
か
。
樹
の
根
が
重
要
だ
と
語
っ

た
の
を
思
い
出
し
た
。
ア
フ
ォ
は
ま
だ
生
き
て
い

ア
フ
ォ
は
ま
だ
生
き
て
い

は
ま
だ
生
き
て
い

る
の
だ
。

こ
の
山
は
近
年
、
一
九
八
三
年
と
一
九
九
○
年

に
大
噴
火
し
て
い
る
。
山
を
畏
敬
し
、
時
々
爆
発

す
る
神
の
怒
り
を
鎮
め
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
歴
代

、
歴
代
歴
代

ス
ル
タ
ン
は
供
物
を
捧
げ
に
登
頂
し
て
き
た
が
、

現
ス
ル
タ
ン
は
老
齢
と
ジ
ャ
カ
ル
タ
住
い
の
た
め

疎
遠
に
な
っ
て
い
る
。
情
報
に
よ
る
と
、
登
り
に

六
、
七
時
間
、
下
り
に
三
、
四
時
間
か
か
る
。
人

を
近
づ
け
さ
せ
な
い
畏
怖
す
る
山
な
の
で
あ
ろ
う
。

マ
イ
タ
ラ
島
を
は
さ
む
テ
ィ
ド
レ
島
へ
は
、
朝
、
朝朝

な
ぎ
の
海
を
フ
ェ
リ
ー
で
二
○
分
。
島
を
一
周
す

る
道
路
で
は
ほ
と
ん
ど
対
向
車
に
遭
遇
し
な
い
。

で
は
ほ
と
ん
ど
対
向
車
に
遭
遇
し
な
い
。

は
ほ
と
ん
ど
対
向
車
に
遭
遇
し
な
い
。

背
に
マ
イ
タ
ラ
と
テ
ル
ナ
テ
、
前
方
に
ハ
ル
マ
ヘ

ラ
島
を
展
望
で
き
る
島
の
東
側
の
ソ
ア
シ
オ
村
の

高
台
に
あ
る
ト
フ
ラ
要
塞
は
ほ
と
ん
ど
崩
れ
、
一

アフォの子供の樹

ティドレ島トフラ要塞で見つけた珍しい黄金のクモ

温泉際の老樹の枝に願いを結ぶ
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部
が
観
光
史
跡
に
な
っ
て
い
る
。
一
六
世
紀
後
半

に
築
か
れ
た
と
さ
れ
る
こ
の
要
塞
は
、
そ
の
後
丁

子
を
渇
望
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
奪
い
合
い
の

場
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
佇
む
と
血
生
臭
い
光
景
が

浮
か
ん
で
く
る
。
要
塞
跡
を
下
っ
た
海
岸
際
に
岩

か
ら
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
湧
き
出
た
温
泉
が
あ
り
、
傍

の
樹
の
枝
に
布
切
れ
が
い
く
つ
も
結
ん
で
あ
っ
た
。

願
い
事
を
託
す
習
わ
し
と
の
こ
と
。
イ
ス
ラ
ム
教

が
厳
し
い
テ
ィ
ド
レ
で
自
然
の
神
へ
の
信
仰
に
会

う
と
は
驚
き
だ
っ
た
。

古
い
慣
習
を
守
っ
て
い
る
村
が
あ
る
と
聞
き
、

興
味
津
々
キ
エ
マ
ト
ゥ
ー
ブ
ー
山
（
一
七
三
○
メ

ー
ト
ル
）
の
中
腹
に
あ
る
グ
ル
ワ
バ
ン
ガ
村
に
向

か
う
。
緑
の
木
立
に
囲
ま
れ
、
空
気
が
澄
み
、
お

い
し
い
。
急
勾
配
の
小
道
を
登
っ
て
行
く
と
、
ほ

の
か
な
甘
い
香
り
が
漂
っ
て
き
た
。
正
に
天
日
干

し
中
の
丁
子
だ
っ
た
。
待
つ
こ
と
二
○
分
。
コ
ラ

二
○
分
。
コ
ラ

。
コ
ラ

と
よ
ば
れ
る
木
材
と
竹
で
造
ら
れ
た
伝
統
家
屋
に

招
か
れ
た
。
妙
な
被
り
物
と
ア
ラ
ビ
ア
風
衣
装
に

身
を
包
ん
だ
主
は
ソ
ウ
ォ
イ
と
呼
ば
れ
、
祭
り
事

を
司
る
人
の
よ
う
だ
。
ソ
ウ
ォ
イ
が
亡
く
な
る
と

親
族
集
団
の
長
老
が
協
議
し
、
次
の
ソ
ウ
ォ
イ
を

決
め
、
コ
ラ
の
建
替
え
儀
式
を
行
う
。
古
か
ら
の

親
族
社
会
構
造
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
伝
来
後
も
継
承

さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
軒
の
コ
ラ
の
ソ
ウ
ォ
イ
は

社
会
共
同
体
の
祭
り
事
を
司
る
他
、
宮
中
の
諸
事

の
件
で
ス
ル
タ
ン
の
相
談
に
乗
る
。
村
名
の
「
グ

ル
ワ
」
は
池
、「
バ
ン
ガ
」
は
森
の
意
だ
が
、
池

は
今
は
無
い
。
テ
ル
ナ
テ
、
テ
ィ
ド
レ
両
島
と
も

神
秘
的
で
、
丁
子
の
香
り
の
如
く
益
々
魅
惑
す
る
。

（ 

お
お
つ　

の
ぶ
こ
／
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
）

グルワバンガ村の伝統家屋内のソウォイの親子

PHOTO

ESSAY

インドネシア/Indone
sia

不思議な力を持つ初代スルタンの毛髪で作った王冠。毎日お供えし、伸びる毛髪
を犠牲祭日に刈る

丁子の天日干し。薄緑色が黄ピンク、赤茶色
に変化する
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